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須
田
国
太
郎
資
料
　
島
田
康
寬
編

略
年
譜

一
（
明
治
二
四
）

八
九
一
年�

京
都
市
中
京
区
に
長
浜
縮
緬
を
商
う
金
大

の
須
田
彦
太
郎
、
フ
ジ
の
末
子
と
し
て
生

ま
れ
る
。
兄
彦
蔵
（
一
八
八
二
生
）、
姉

と
き
（
一
八
八
五
生
）。

一
（
明
治
四
三
）

九
一
〇
年�

第
三
高
等
学
校
に
入
学
、
独
学
で
油
絵
を

始
め
る
。
金
剛
流
高
岡
鵜
三
郎
に
師
事
し

謡
曲
を
習
い
始
め
る
（
〜
一
九
五
七
）。

一
（
大
正
二
）

九
一
三
年�

父
彦
太
郎
歿
。
第
三
高
等
学
校
卒
業
。
京

都
帝
国
大
学
文
科
大
学
入
学
。
深
田
康
算

の
も
と
で
美
学
・
美
術
史
を
学
ぶ
。

一
（
大
正
五
）

九
一
六
年�

京
都
帝
国
大
学
哲
学
科
（
美
学
美
術
史
専

攻
）
卒
業
。
卒
業
論
文
「
写
実
主
義
」

（「
写
実
主
義
之
意
義
と
そ
の
可
能
」「
芸

術
に
於
け
る
真
の
問
題
」
の
二
部
構
成
）。

大
学
院
に
進
み
、「
絵
画
の
理
論
と
技
巧
」

を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
。
母
フ
ジ
歿
。

一
（
大
正
六
）

九
一
七
年�

奈
良
浅
茅
ヶ
原
に
し
ば
し
ば
滞
在
し
、
奈

良
帝
室
博
物
館
や
寺
院
に
通
っ
て
写
生
に

励
む
。
ド
イ
ツ
文
学
講
師
ヘ
ル
フ
リ
ッ
チ

に
独
学
を
諫
め
ら
れ
、
関
西
美
術
院
に
入

り
、
都
鳥
英
喜
、
沢
部
清
五
郎
に
デ
ッ
サ

ン
を
学
ぶ
。
午
前
は
デ
ッ
サ
ン
、
午
後
は

読
書
、
夜
は
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
語
学
の

勉
強
に
通
う
。

一
（
大
正
七
）

九
一
八
年�

大
学
院
を
中
退
。

一
（
大
正
八
）

九
一
九
年�

渡
欧
。
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
を
経
て
、
マ
ド

リ
ー
ド
に
滞
在
。

一
（
大
正
一
二
）

九
二
三
年�

帰
国
。
外
遊
中
に
、
関
野
貞
、
児
島
虎
次

郎
、
中
沢
弘
光
、
黒
田
重
太
郎
、
川
端
弥

之
助
、
里
見
勝
蔵
、
川
口
軌
外
、
山
内
得

立
、
園
頼
三
ら
と
交
流
。
京
都
帝
国
大
学

美
学
会
が
設
立
さ
れ
参
加
す
る
。

一
（
大
正
一
四
）

九
二
五
年�

和
歌
山
高
等
商
学
校
講
師
（
〜
一
九
三

三
）。
松
居
絹
子
と
結
婚
し
、
北
区
出
雲

路
松
ノ
下
町
に
新
居
を
構
え
る
。
川
端
弥

之
助
の
聖
護
院
の
ア
ト
リ
エ
で
裸
婦
像
を

制
作
（
〜
一
九
二
六
）。

一
（
昭
和
三
）

九
二
八
年�
関
西
美
術
会
展
に
《
丘
上
の
村
（
モ
ヘ
ン

テ
）》を
出
品
。こ
の
前
後
、し
ば
し
ば
奈
良

や
山
陰
に
写
生
旅
行
を
す
る
傍
ら
、
毎
年

出
品
す
る
。深
田
康
算
の
死
に
遭
い
、そ
の

肖
像
を
描
く
こ
と
を
申
し
出
、
翌
年
か
ら

制
作
。以
後
、意
欲
的
な
制
作
活
動
に
入
る
。

一
（
昭
和
四
）

九
二
九
年�

こ
の
頃
、
田
中
善
之
助
に
春
陽
会
へ
の
入

会
を
勧
め
ら
れ
る
が
、
画
風
が
違
う
た
め

不
出
品
。

一
（
昭
和
五
）

九
三
〇
年�

関
西
美
術
会
展
に
滞
欧
中
の
模
写
を
特
別

陳
列
。
左
京
区
鹿
ケ
谷
桜
谷
町
の
元
津
田

青
楓
の
ア
ト
リ
エ
に
転
居
。
大
多
喜
二
郎

の
勧
め
で
第
一
一
回
帝
展
に
《
発
掘
》
を

出
品
す
る
が
、
落
選
。
京
都
帝
国
大
学
美

学
会
に
お
い
て
「
芸
術
に
お
け
る
自
然
再

現
」
と
題
し
て
発
表
す
る
。

一
（
昭
和
六
）

九
三
一
年�

長
男
寛
誕
生
。

一
（
昭
和
七
）

九
三
二
年�

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
と
な
り
、

「
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
史
」
を
講
義
（
〜
一
九

三
四
）。
兄
の
同
窓
生
神
坂
松
濤
の
紹
介

と
勧
め
に
よ
り
、
銀
座
・
資
生
堂
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
お
い
て
初
個
展
、
三
七
点
を
出
品
、

向
井
潤
吉
ら
が
手
伝
う
。

一
（
昭
和
八
）

九
三
三
年�

独
立
美
術
京
都
研
究
所
開
所
に
伴
い
、
里

見
勝
蔵
ら
の
紹
介
に
よ
り
学
術
面
の
指
導

に
当
た
る
。
大
阪
・
美
術
新
論
社
画
廊
で

個
展
、
以
後
し
ば
し
ば
開
催
。
こ
の
頃
か

ら
日
本
各
地
へ
の
写
生
旅
行
が
始
ま
る
。

一
（
昭
和
九
）

九
三
四
年�

小
林
和
作
と
と
も
に
独
立
美
術
協
会
会
員

に
推
さ
れ
、
一
六
点
を
出
品
。
ま
た
、
こ

の
年
会
員
と
な
っ
た
田
中
佐
一
郎
と
と
も

に
独
立
美
術
京
都
研
究
所
で
の
実
技
指
導

に
当
た
る
（
〜
一
九
四
四
）。
大
礼
記
念

京
都
美
術
館
展
に
《
早
春
》
を
出
品
。
同

館
お
よ
び
銀
座
・
日
動
画
廊
で
個
展
を
開

き
七
二
点
を
出
品
。

一
（
昭
和
一
一
）

九
三
六
年�

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
と
な
り
「
バ

ロ
ッ
コ
絵
画
」
を
講
義
（
〜
一
九
三
七
）。

京
都
帝
国
大
学
美
術
部
が
創
設
さ
れ
、
太

田
喜
二
郎
と
と
も
に
顧
問
と
な
る
（
部
長
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は
川
村
多
実
二
、
部
員
に
河
北
倫
明
、
白

石
博
三
、
田
辺
彦
太
郎
ら
が
い
た
）。

一
（
昭
和
一
四
）

九
三
九
年�
左
京
区
南
禅
寺
草
川
町
に
転
居
。

一
（
昭
和
一
七
）

九
四
二
年�
満
州
国
美
術
展
の
審
査
員
と
な
り
福
田
平

八
郎
ら
と
渡
満
し
、
中
国
北
部
、
東
北
部

を
旅
行
。

一
（
昭
和
一
八
）

九
四
三
年�

日
本
美
術
報
国
会
、
日
本
美
術
及
工
芸
統

制
協
会
が
創
立
、
両
会
に
入
会
す
る
。
第

六
回
文
展
の
審
査
員
を
務
め
る
。

一
（
昭
和
一
九
）

九
四
四
年�

独
立
美
術
京
都
研
究
所
閉
鎖
。

一
（
昭
和
二
〇
）

九
四
五
年�

激
し
い
下
痢
に
悩
み
片
山
津
温
泉
で
静
養
。

大
礼
記
念
京
都
美
術
館
の
評
議
員
と
な
る
。

一
（
昭
和
二
一
）

九
四
六
年�

大
阪
市
主
催
新
日
本
美
術
展
の
審
査
員
を

務
め
る
。
京
都
美
術
懇
話
会
が
発
会
し
会

員
と
な
る
。
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
講
師

と
な
り
、
絵
画
実
習
を
担
当
（
〜
一
九
五

二
）。
菊
花
女
子
専
門
学
校
が
開
校
し
、

教
授
と
し
て
絵
画
実
習
を
担
当
（
〜
一
九

四
八
）。
以
後
、
多
く
の
大
学
で
絵
画
実

習
を
担
当
す
る
。
岐
阜
県
展
の
審
査
員
を

務
め
る
。
以
後
、
多
く
の
県
市
展
の
審
査

員
を
務
め
る
。
大
阪
市
立
美
術
館
附
設
大

阪
美
術
研
究
所
で
実
習
指
導
に
当
た
る
。

日
展
審
査
員
に
推
さ
れ
る
が
、
独
立
美
術

協
会
が
不
参
加
の
た
め
辞
退
。
美
術
上
の

諸
問
題
を
討
議
す
る
と
と
も
に
、
展
覧
会

も
開
催
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
転
石
会

が
設
立
さ
れ
、
会
員
と
な
る
。

一
（
昭
和
二
二
）

九
四
七
年�

日
展
委
員
へ
の
就
任
要
請
を
受
け
る
が
、

辞
退
。
日
本
芸
術
院
会
員
に
推
挙
さ
れ
る
。

独
立
美
術
京
都
研
究
所
が
再
開
し
、
実
技

指
導
に
当
た
る
。

一
（
昭
和
二
四
）

九
四
九
年�

安
井
曾
太
郎
ら
と
御
進
講
に
当
た
る
。
京

都
大
学
文
学
部
講
師
と
な
り
、「
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
へ
」
の
テ
ー
マ
で

講
義
す
る
（
〜
一
九
五
〇
）。
日
西
文
化

協
会
発
会
に
際
し
理
事
と
な
る
。
美
術
史

学
会
創
立
に
あ
た
り
会
員
と
な
る
。
日
本

美
術
家
連
盟
の
発
足
に
参
加
す
る
。
京
都

市
立
美
術
専
門
学
校
客
員
教
授
と
な
る
。

美
学
会
が
創
立
さ
れ
、
会
員
と
な
る
。

一
（
昭
和
二
五
）

九
五
〇
年�

日
本
美
術
家
連
盟
に
関
西
支
部
が
設
け
ら

れ
、
支
部
長
と
な
る
。
京
都
市
立
美
術
大

学
が
開
学
し
、
同
大
学
教
授
、
京
都
市
立

美
術
専
門
学
校
教
授
と
な
る
（
〜
一
九
五

二
）。
ま
た
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
学

部
及
び
奈
良
学
芸
大
学
の
講
師
と
な
る

（
〜
一
九
五
八
）。
平
凡
社
発
行
の
『
世
界

美
術
全
集
』
編
集
委
員
の
一
人
と
な
る
。

日
伊
協
会
再
開
に
あ
た
り
評
議
員
と
な
る
。

一
（
昭
和
二
六
）

九
五
一
年�

京
都
大
宮
御
所
で
福
田
平
八
郎
と
御
進
講
、

「
京
都
と
西
洋
画
」
を
担
当
。

一
（
昭
和
二
七
）

九
五
二
年�

京
都
学
芸
大
学
講
師
と
な
り
、
絵
画
実
習

を
担
当
（
〜
一
九
五
六
）。
京
都
国
立
博

物
館
評
議
員
と
な
る
（
〜
一
九
六
〇
）。

京
都
市
動
物
園
の
標
識
画
を
描
く
。

一
（
昭
和
三
一
）

九
五
六
年�

ヴ
ェ
ニ
ス
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
に
一
三
点

出
品
。
京
都
市
立
美
術
大
学
学
長
代
理
と

な
る
（
〜
一
九
五
七
）。

一
（
昭
和
三
二
）

九
五
七
年�

大
量
の
吐
血
を
し
、
以
後
自
宅
で
療
養
す

る
。
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
で
「
北
川

民
次
・
須
田
国
太
郎
二
人
展
」
が
開
か
れ
、

渡
欧
作
を
含
む
八
三
点
が
展
示
さ
れ
る
。

一
旦
快
癒
し
た
が
、
再
度
吐
血
し
、
京
都

大
学
付
属
病
院
に
入
院
。
肝
硬
変
と
診
断

さ
れ
、
以
後
四
年
間
入
院
生
活
を
続
け
る
。

こ
の
間
、
特
製
の
画
架
を
作
り
、
デ
ッ
サ

ン
や
油
絵
を
描
く
。

一
（
昭
和
三
四
）

九
五
九
年�

第
一
〇
回
毎
日
美
術
賞
受
賞
。
こ
の
こ
ろ

か
ら
画
廊
や
百
貨
店
、
美
術
館
な
ど
で
回

顧
展
が
続
く
。

一
（
昭
和
三
五
）

九
六
〇
年�

京
都
市
立
美
術
大
学
教
授
を
退
き
、
同
大

学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
る
。

一
（
昭
和
三
六
）

九
六
一
年�

一
二
月
一
六
日
、
肝
性
昏
睡
の
た
め
京
都

大
学
付
属
病
院
で
死
去
（
七
〇
歳
）。

一
（
昭
和
三
七
）

九
六
二
年�

故
人
の
遺
志
に
よ
り
、
独
立
展
と
京
展
に

須
田
賞
が
設
け
ら
れ
る
。

一
（
昭
和
三
八
）

九
六
三
年�

京
都
市
美
術
館
と
東
京
の
国
立
近
代
美
術

館
に
お
い
て
「
須
田
国
太
郎
遺
作
展
」
が

開
催
さ
れ
、
油
絵
一
二
三
点
、
模
写
一
二

点
が
展
示
さ
れ
る
。
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